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関谷座長 

会議の運営につきましてご案内申し上げます。 

会議録の作成にあたり録音させていただいております。 

なお会議録は全文記録方式で「てにおは」や繰り返しの発言などを

整理した上で公開させていただきます。 

また会議後、事務局で会議録を作成しました後、皆様にご確認をい

ただきまして、議長と議事録署名人お二方にご署名をいただいた上

で、ホームページなどで公開をさせていただきます。 

運営会議でのご説明は以上になりますが、ご質問はありますでしょ

うか。 

はい。大丈夫でしょうか。 

ありがとうございます。 

それでは、ただいまから令和６年度第３回久喜市在宅医療・介護連

携推進会議を開催させていただきます。 

本日は、委員19人中18人の方にご出席いただいております。 

会議開催にあたりまして、関谷座長からご挨拶を頂戴したいと存じ

ます。 

関谷座長よろしくお願いいたします。 

はい。 

本日はお忙しいところ、またお疲れのところをお集まりくださいま

して、ありがとうございます。 

令和７年１月28日に、令和６年度第２回久喜市在宅医療・介護関係

者研修会が行われました。 

今回は、歯科関連の講演会と症例検討会でした。歯科の症例は大変

問題点が多く、私たちも難渋したことと思います。 

最近の入院患者さんを見ると、数年前と比較して、老々介護状態

や一人暮らしの人が多くなっていることを感じております。 

おそらく、医療・介護の現場で、そのように感じている委員の方々

も少なくないと思います。 

今後さらに老老介護、独居の方が増えることと思われます。 

このような社会で不都合なことがなく、人生の最終節を過ごせるよ

うに、久喜市の医療と介護の、資源を連携させることが必須となり

ます。 

それゆえ、本会議は重要な位置付けになると思います。 

今日はですね、委員の３年間の任期が終了となりますので、最後に

皆様から一言ずつご意見や、感想をお願いいたします。 

では、本日もご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。 

それでは、これから久喜市在宅医療・介護連携推進会議設置要領第

５条第２項の規定によりまして、関谷座長に議長をお願いしまし

て、議事を進めていただきたいと存じます。 

関谷座長よろしくお願いいたします。 

はい。 
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ご指名でございますので、議事進行を務めさせていただきます。 

円滑に協議が進行いたしますよう、皆様のご協力をお願いいたしま

す。 

それでは最初に、本日の会議の議事録署名人を確認させていただき

ます。 

資料１－２で配布いたしました委員名簿で、６番の渋谷委員。 

渋谷先生、よろしいでしょうか。 

それから委員名簿で、12番の堀井照子委員。 

よろしいでしょうか。 

ではこの２人の委員に議事録署名をお願いいたします。 

それでは本日の協議事項に移りたいと思います。 

まず、協議事項１、第２回、在宅医療・介護関係者研修会につい

て、（報告）です。 

事務局から説明をお願いいたします。 

はい。 

（１）令和６年度第２回在宅医療・介護関係者研修会の報告につい

てです。 

令和７年１月28日火曜日に開催いたしました、令和６年度第２回

在宅医療・介護関係者研修会についてのご報告です。 

今回の研修会につきましても、委員の皆様には多大なるご協力を

いただき、ありがとうございました。 

資料４－１をご覧ください。 

研修会参加者につきましては、医師７人、歯科医師11人、薬剤師

13人、訪問看護師等７人、病院医療相談員２人、介護支援専門員11

人、訪問介護員６人、在宅医療サポートセンター看護師１人、地域

包括支援センター職員９人の計67人でございました。 

在宅医療と介護連携のイメージの在宅医療の４場面別に見た連携

の推進として、１つ目の「日常の療養支援（他職種協働による患者

家族の生活を支える観点からの在宅医療・介護の提供）」として、

今回は、冬の時期に発生する誤嚥性肺炎をテーマに、在宅生活にお

ける医療と介護の関係者に集まっていただき、講演とグループワー

クを行いました。 

第一部につきましては、久喜市歯科医師会のゆもとデンタルクリ

ニック、湯本欣也先生による「誤嚥性肺炎と歯科」という題で、ま

た、大島歯科診療所、大島崇史先生による「口腔機能低下症」につ

いて、普段の診療の様子と必要な口腔ケアについての情報をご講演

いただきました。 

第二部のグループワークにつきましては、新井病院院長で、本会

議座長の関谷榮先生に総合司会をお願いし、第一部の内容から、

テーマを「事例から考えてみよう！課題とその対応は？私たちにで

きることは何があるか、話し合ってみよう！」とし、３事例につい

てグループワークを行い、発表していただきました。 

続いて資料４－２をご覧ください。 

グループワークで発表されたものをまとめたものでございます。 

多職種での話し合いを踏まえて、多くのご意見をいただきました。 

事例により話し合いが難しかったのですが、事例１では、「家族や

ヘルパー、訪問看護師等による口腔ケアを推進する」「がんの病気

の部分以外に、歯科受診も忘れずに心がける」「介護職と医療職で

連携し対応していく」などのご意見がありました。 
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事例２では、「食を楽しむ」「連携について、それぞれの職種で

声かけを普段からしていく」「配食サービスでも、食形態や食べや

すいものにできる仕組みが必要」などのご意見がありました。 

事例３では、「この方が思っている『現状維持』、現在の状態で

そのまま何事もなく過ごせることが目標」「本人の意見を聞く」と

いうご意見がありました。 

続きまして、資料４－３をご覧ください。 

研修参加者67人のうち、59人の方から回答いただいたアンケート

の結果でございます。 

今回の研修では、テーマについて「よい」と答えてくださった方

が56人で94.9％でした。 

その理由としては、 

① 訪問診療を実際に行っていても、口腔内ケアと嚥下の問題は

重要課題で、今回のテーマは非常に勉強になりました（医

師）。 

② 誤嚥性肺炎が増加しているので、入口からのアプローチの大

切さがわかった（歯科医師）。 

③ 食べることは生きること、食べられるようになるにはと、他

職種で考えられたのは良いと思います（薬剤師）。 

④ 在宅で身近な問題であり、必要な事例だと思う。歯科医師か

ら話を聞くチャンスはなかなかないので、よかった（看護

師）。 

⑤ 口腔内の状態を良好に保つことが、体の健康に繋がるのでよ

かったです（介護支援専門員）。 

⑥ 歯科医師からの具体的な現場のお話が聞けてよかったです

（地域包括支援センター）。などというご意見がありまし

た。 

グループワークからは、 

① ヘルパーさんや歯科衛生士さんの役割の大きさを感じた（薬

剤師）。 

② 他部門、歯科医師の考え方が聞けてよかった。３事例あり、

グループワークでいろいろな意見、連携の方法を聞けてよ

かった（看護師）。 

③ 治療ではなく、抜歯をし、口腔内環境を整えるという話に驚

いた。各職種の視点、それぞれの学びが多かった（医療相談

員）。 

④ 多職種の立場での課題分析、意見交換が大変参考になりまし

た。本人の主訴を受け、答えつつ、必要な支援にもつなげて

いくことが大切と思いました（地域包括支援センター）。 

など、多くのご意見がありました。 

次のページには、講演やグループワークで得られたこと、感じた

ことについて、先ほどご紹介させていただきましたが、職種ごとの

意見をまとめております。 

今後、医療と介護の多職種による利用者支援の実際の場面で、円滑

な連携に活かしていただける内容であったと思われます。 

続きまして、資料４－３の最後のページをご覧ください。 

「今後、研修会で取り上げて欲しいテーマ」についてのご意見を記

載しております。 

「ひとり暮らしの在宅診療に関して」や、「認知症の患者の対応に
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ついて」、「経管栄養に関連したテーマ」、「在宅の困った事例と

その対応について」、「排便コントロールアルコールの問題につい

て」、「医療・介護・福祉に関するハラスメント」、「８０（認知

症）５０（疾患あり）の問題」、「看取り・緩和ケア」などご意見

をいただきました。 

今後の研修のテーマを検討する上で、皆様からのご意見を参考に

させていただきます。 

研修会におけるグループワークを継続することで、他の職種の方

との顔の見える関係づくりだけではなく、実際の円滑な連携の促進

にも繋がるものと考えております。 

今後におきましても、さらに多職種の共通理解と連携の促進のた

め、引き続き在宅医療介護関係者研修会を実施して参ります。 

報告は以上になります。 

はい。ありがとうございました。 

ただいま事務局から、「第２回在宅医療・介護関係者研修会につ

いて」の報告がありました。 

皆さん何かご質問はございますでしょうか。 

感想またはご意見がございましたら、挙手をお願いいたします。 

研修会で、いろんなご意見とか感想が寄せられて、非常に盛りだく

さんかなというふうに、思います。 

「それが、そのときいろいろ考えたこと。」が非常に大事ですけれ

ども、この意見を集めてくれた収録がですね、やっぱり何かのとき

にまた役立つんじゃないかなと、思います。 

皆様、何かございますでしょうか。 

では、「第２回在宅医療・関係者研修会について」は、これで終

わらせていただきます。 

では、協議事項の２、「久喜市在宅医療・介護連携推進事業の活動

について」、事務局から説明をお願いいたします。 

はい。 

次に「久喜市在宅医療・介護連携推進事業の活動について（令和

６年度の報告と予定）について」ご説明します。 

資料５をご覧ください。 

左側に、（ア）から（ク）の項目ごとに、令和５年度までに実施

した内容と、右側に令和６年度に実施した内容と予定について記載

しております。 

アの地域の医療・介護資源の把握につきましては、令和3年12月

より導入しました、社会資源把握システム（けあプロnaviくき）の

情報更新のため、関係機関に基本情報確認シートを送付し、ご回答

いただきました最新情報を、随時けあプロnaviに反映させ、市民の

方に公表しております。 

各機関へのアンケート回収率からも分かるとおり、調査について

関係機関の協力を得ることが課題となっておりました。そのため、

令和７年３月31日をもちまして「けあプロnavi久喜」は終了といた

します。今後は、医療機関・薬局の公的システム「医療情報ネッ

ト」をご案内し、利用していただくよう周知して参ります。 

また、介護サービス事業所の情報につきましては、「介護サービ

ス情報公表システム」をご案内して参ります。 

イの在宅医療介護連携の課題の抽出と対応策の検討についてです

が、令和６年度は、７月10日と10月22日３月14日、本日の３回会議
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を開催し、事業の取り組みと課題について協議をいたしました。 

また、在宅医療介護関係者の研修会についても協議を行い、皆様の

ご協力終えたところです。 

令和７年度は、推進会議を年２回予定しており、研修会は年１回を

予定しております。 

皆様の活発なご意見とご協力をお願いいたします。 

２ページをご覧ください。 

ウの切れ目のない在宅医療と介護の提供体制構築推進についてで

ございますが、南埼玉郡市医師会に一部業務を委託しております。 

令和４年度に、入退院支援ルール策定の協議体を立ち上げ、会議を

２回行いました。 

令和５年３月に入退院支援ルールが策定され、リーフレットを配布

しております。 

リーフレットは皆様や他の関係機関にも郵送等で広く周知させてい

ただきましたが、より詳しい説明を希望される場合は、直接伺うな

どして対応したいと考えております。 

また、訪問診療を受けるにはという簡単な冊子を作成し、在宅医療

サポートセンターのホームページ、及び市の窓口で配布をしており

ます。 

その他、在宅医療介護関係者向けの動画コンテンツを作成し、在宅

医療サポートセンターのホームページで公開しているとの報告を受

けております。 

次に４ページをご覧ください。 

医療・介護関係者の情報共有の支援についてでございますが、南埼

玉郡市医師会に一部業務を委託し、MCSに関連した運用ポリシーの

情報提供、周知、普及啓発に取り組みました。 

久喜市内では１ヶ所の登録はありますが、蓮田市、白岡市、宮代町

の２市１町の方では、利用申込書の登録が160名であり、ご利用さ

れている方もいるようでございます。 

オの在宅医療介護連携に関する相談支援についてでございます

が、令和６年度に在宅医療サポートセンターで行われた相談実績

は、令和７年１月31日現在、久喜担当医師会在宅医療サポートセン

ターが42件、蓮田、白岡、宮代橋担当、奏で診療所が31件となって

おります。 

病院関係者や地域包括支援センター、介護支援事業所などからの相

談が主になっております。 

５ページをご覧ください。 

カの在宅医療介護連携関係者の研修についてでございますが、令

和６年度は２回開催いたしました。 

皆様のご意見を含めまして、第１回目は８月20日に「患者の急変

時における救急隊との情報共有について」というテーマで行いまし

た。 

２回目は１月28日に「誤嚥性肺炎と歯科」「口腔機能低下症」とい

うテーマで行いました。 

令和７年度につきましては、研修内容について幾いくつかの候補を

挙げさせていただいております。 

次に７ページをご覧ください。 

キの地域住民への普及啓発につきましては、市のホームページに

おいて掲載させていただいております。 
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今年度から、ACP（アドバンス・ケア・プランニング）の普及啓発

事業が県の事業から市の事業に移管されまして、令和７年１月23日

と１月29日に、本会議委員の熊懐先生と関谷先生に、市民の小グ

ループの団体に講演をしていただきました。 

また市のホームページに、「『もしものとき』について話し合おう

人生会議」と題しまして、掲載をさせていただいております。 

また、2024年度久喜市私の思いマイエンディングノートにつきまし

ても、地域包括支援センター及び市役所、行政センターの窓口にも

配架し、ご自由にお持ちいただけるよう案内した結果、昨年に比べ

て、お持ち帰りされる方が増えておるところでございます。 

令和７年度も同様に、ACP普及啓発講座を開催し、広報紙やホーム

ページ等で周知に努めたいと考えております。 

クの２次医療圏内関係市区町村の連携につきましては、久喜市、

蓮田市、白岡市、宮代町の３市１町で集まり、事業について連携し

て進めているところでございます。 

令和７年度も引き続き連携を図って参ります。 

（１）久喜市在宅医療・介護連携推進事業活動（令和６年度の報告

と予定）については、以上でございます。 

はい。 

ありがとうございました。 

いっぱい盛りだくさんなんですけれども、この「久喜市在宅医療・

介護連携事業の活動について」に何か質問、ご意見ございますで

しょうか。 

はい、新井委員お願いしますマイクお願いいたします。 

「ケアProナビが終了」っていうことに関してちょっと伺いたいん

ですけど、このケアProナビの内容と、今後の「医療情報ネット」

とか、「介護サービス情報公開システム」とは、掲載内容とは、同

じようなものなんでしょうか。 

そうですね、今ご紹介をさせていただいた「医療情報ネット」に関

しましては、厚生労働省と、都道府県の方がまとめているものにな

るんですけれども、内容としては、病院の名前だったり診療科目で

すとか住所、電話番号といった、基本的な情報がありまして、一応

参考資料の６のところに、「医療情報ネットのご案内」というとこ

ろで、ご説明をさせていただいているところではあるんですけれど

も、こちらには載っていないんですが、介護の情報紙の方について

も、名前だったり住所だったり、そういったところで、事業所さん

を選択するって検索ができるようなシステムになっておりますの

で、今の検索の仕方と変わったものではないというところです。 

はい、ありがとうございます。 

他にございますか。 

この問題、僕もちょっと、気になったんですよ。 

この厚労省と都道府県が作っているということなんですけれども、

これ今、久喜市の場合は、毎年のように情報を更新してますよね。 

ところがこれは情報をどうやってとらえて、このホームページ上に

出てくるんでしょうかね。 

それからちょっと僕も今、ケアナビをもう１回見たんですけれども

ケアナビの場合に、アプローチの仕方が非常にいろんな多彩なとこ

ろからアプローチできるようになってるんですけども、「医療情報

ネット」も同じように、アプローチが入り込むところが、ケアナビ
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議長（関谷座長） 

 

事務局：石河 

議長（関谷座長） 

 

事務局：石河 

 

 

議長（関谷座長） 

事務局：石河 

議長（関谷座長） 
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議長（関谷座長） 

内田委員 

 

 

 

 

 

は結構、「こういうところを知りたいよ、地域どうなの」とかいろ

いろ聞いてきてくれるんで、使い勝手がいいかなと思うんですけ

ど、ちょっとこれみないとわかんないんですけどね。 

何か２つ。 

この「医療情報ネット」というのが、これも医療だけなのか、介護

ケアナビだと、介護施設も出てきますよね。 

これ医療だけ医療情報になってますけども。 

はい。 

「医療情報ネット」は、医療と歯科診療所と薬局が出てくるものに

なります。 

はい。 

医療情報ネットは、介護に関しては介護情報システムが別であるん

ですが、医療情報システム介護は介護が入ってないんでしょ。 

介護は先ほどご案内した、「介護情報システム」のところで、居宅

介護支援事業所さんだけじゃなくて、いろんな事業者さんが出てく

るようになってます。 

更新については毎年1回更新をされている。 

医療情報ネットについては、医療情報ネットワーク機器更新は１年

ごとにちゃんとしているっていう。 

はい。 

毎回1年更新をさせているというか情報を更新しているんじゃなく

て、どこから、いつ取っているの？っていう話。 

普段は自分で申請しないと更新にならないので、一応古いままって

形になる可能性はあるんですけれども。 

一応ですね、お願いしますと取り組んでこちらからアクションを起

こさないと、 

そうなんです変わんないです。 

知らない間にずっと10年前の情報で、載ってる可能性があるという

ことですね。 

そうです。 

ただうちのけあプロnaviもこの３年ですけど、いじってない先生方

もいらっしゃるとすると同じようで。 

久喜市の方は、毎年情報更新ありますかって聞いてきてますよね。 

はい。 

やりますかって聞かせていただいて聞いてますよね。 

だから何か新しいもので、久喜市がまたある程度責任持って、その

情報を収集しているという感覚があるんですけども、この医療情報

ネットの方は自分で更新しないといけないというんであれば、更新

し忘れる可能性も多いというふうに思うんですよね。 

そうですね。ただ、先生方にご協力のお願いって埼玉県のホーム

ページにものっていますけれども、やはり先生方に１年に1回は更

新していただくっていう。 

内田委員です。よろしくお願いします。マイクお願いします。 

一応、システムを使って、先生方が事務で更新をしていくんですけ

れども、県の方でも保健所で年に１回ですね、メールとかで、一斉

にですね、更新があるかっていうことを、周知っていうか、意識づ

けをしているっていうことになっています。 

システムが使えないっていうところは、保健所の方で代行して入れ

たりというようなことをやっています。 
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議長（関谷座長） 

 

 

 

 

 

事務局：加納補佐 

なので、完全に医療機関にお任せというわけでもなくて、そういう

機会はあるということです。 

はい。ネットで更新を促しているっていう。 

そうですね。基本的には、メールで周知をしているっていう形にな

ります。 

それは確認取れています。確かにわかりますでいいですよとか。 

修正がこうありますよとか、ちゃんと見ましたよっていう。 

確認は取れているんですかね。 

いえ、それ一方的に報告を出しているだけです。 

はい。 

だとするとスルーしている場合もあるってことですよね。 

ありえますね。それはありますね。 

それを確認したっていうのを、返事をもらう仕組みにっていうのは

できないんですかね。 

厚生労働省の全国一律のシステムなので、なかなか小回りは多分、

ききにくいかと思います。 

ぜひ実数でやっているという、そういうリアルタイムでできるとい

うのは、メリットでありますけれども。 

本当はね、送ったら「それ送ってはい皆さん更新しているはずです

よ」じゃなくて、更新されているないしは、少なくともそのメール

に対して見たよと、わかったよっていうのを返してもらった方が、

情報をちゃんと集めて、そうやって出しているんであれば、公的に

確認が何月何日、何、何年度は更新を確認している施設ですよとか

ね、それはデータとして残ります。 

データとして残るじゃなくて、それを公開しちゃうってわけにいか

ない。 

公開とか、問題は、このナビが始まったのがですね、つい最近とい

うこともあって、そのあたりの捕捉自体があまり、できてないって

のはありますね。 

はい。 

10年前と同じで、知らなかったよっていうことがあっちゃ困るなっ

ていうふうに思うんですよね。 

そのあたりは国を含めて周知をもっとしていかなくちゃならないと

ころなんですよ。 

それってどこに言えばいいんですか。 

基本的には厚生労働省が一括して厚労省、はい。 

全国だから厚労省なんだそうですね、それまでは各都道府県でやっ

ていたんですけれども、厚労省の方でも厚労省に直接言っても駄目

ですよね。 

県ですかね。 

そうですね、医療整備課、県庁の方が中心的には音頭を取ってやっ

ていることになっているんですけれども。 

久喜市として、今度ケアナビのメンテナンスも大変なんですよね。 

ケアナビ廃止するにあたり、情報公開を、情報の点検をですね、ど

ういう形できちっと、久喜市がやっていたように、確認しながら

やっていくかというのを県の方にできたら、聞いていただけたらな

と、思いますので、これ介護施設はある、載っている。 

ちょっと確認だけ。 

はい。 
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介護システムは、参考資料の５のところになる。 

ですけれどもそれを、はい。 

資料５の２枚目をめくっていただくと、介護サービス情報公表シス

テムというのがありまして、こちらも基本的には年に１回位です

ね。更新をしてくださいっていうような依頼が来て、介護事業所の

方が独自に更新作業をしているものにはなります。 

これはどこがメンテナンスしてるんですか。 

これも、厚生労働省、はい。 

今度は地方自治体がやるんじゃなくて厚労省がやって使っているの

を、そのまま使いましょうと、そういう説明になるわけですね。 

そうですね。 

介護サービス情報公表システムはもっと結構前から、存在してい

て、地区に限らずに、全国、いろんなところを検索することができ

るので、久喜市だけっていうのではなくて、いろんなところを探す

ことができるっていうのはメリットがあると思っております。 

もしも新しく開設する場合には、それの開設するときに、記入があ

る意味では義務づけられている、登録をするようになっています

ね。 

出してくださいっていう、そういうことですね。 

はい、ありがとうございました。 

その他に何かございますか。 

はい。 

熊懐委員さん、まずマイクお願いします。 

あ、すいません、今の話のちょっと続きの確認なんですけど、 

G-MIS（医療機関等情報支援システム）から登録されるっていうの

は、年１回とかは医療機関なら医療機関で、G-MISに登録してくだ

さい、ということになっていると思います。多分、義務的に。それ

を登録して、その情報が拾われて、乗っかるって、別に何かしなく

ても、基本的には、通知がメールなりなんなりできて、それに対し

てレスポンスしてれば、しなかったら多分また催促は来ると思う。 

それで、その情報が入力されるっていう形にはなっているっていう

認識でよろしいでしょうか。 

そうです。そしてレスポンスは義務となっています。 

わかりました。その他にございますでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

それでは、協議事項２の久喜市在宅医療・介護連携推進事業の活動

については、これで終了させていただきます。 

では次に協議事項３、その他について事務局から説明をお願いいた

します。 

はい。 

その他についてです。 

３つございます。 

まず１つ目、参考資料２の久喜市医師会報をご覧ください。 

久喜市医師会会長の関谷先生が投稿しました令和６年久喜市在宅医

療・介護関係者研修会報告が掲載されておりますので、皆様にもぜ

ひご覧いただきたくお配りをいたしました。 

続いて、参考資料５の、久喜市医療介護地域情報検索システム、ケ

アProナビ久喜の終了についてお知らせです。 

システム終了のお知らせを別紙の通り通知させていただきます。 
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石井委員 

 

今後の情報検索手段といたしましては、厚生労働省及び都道府県が

取りまとめている医療情報ネット及び介護サービス情報公表システ

ムのご利用を紹介させていただきます。 

３の久喜市ホームページにもしものときについて話し合おう人生会

議を掲載させていただきましたので、ご紹介いたします。 

事務局からは以上でございます。 

その他について何かご質問、ご意見ございますでしょうか。 

私が久喜市医師会報にですね、去年の研修会が、「身寄りのない高

齢者のへの対応」っていう、成年後見人制度について書かせていた

だきました。 

何かもう１回全部勉強したんです。 

結構難しい問題なんですけれども、ただ僕が書いたのが比較的容易

に読めて理解できるものだと思いますので、ぜひご一読していただ

けたらと思います。 

結構先ほど、ひとり暮らし独居が多いとかいうことで後見人がです

ね、臨終に立ち会うというようなことが結構、最近出てきてます。 

その時に後見２種類いろいろあるんだけど、あなたはどの後見人で

すかっていうと、はっきりとこの区別がつくんですね。 

なので、後見人、３つあるんですけれども、非常に、きっちり分け

て考えていただけると、あなたはどこまでできるというのがわかり

ますので、大事かなと思いました。 

ではよろしいでしょうか。 

ではですね、今回会議でですね、委員の３年の任期が終了いたしま

す。 

一言ずつご意見ご感想をお願いいたします。 

では新井委員からお願いいたします。 

はい。 

新井でございます。 

皆さん大変お世話になりました。 

ずっとこの会議出させていただいているわけですけども、研修会が

やっぱり大きなイベントになってくると思います。 

非常に普段我々が学ばない部分のテーマを取り上げてくださるので

特に、この間の歯科の話なんかはですね、知らないことだらけで、

いつも困っていたことがかなり解決されたので、非常に勉強になっ

たなと思っておりますので、今後とも、こういった会を盛り上げて

いただければと思っております。 

はい。 

続きまして熊懐委員、お願いいたします。 

ありがとうございます。 

そうですね、私も仕事の中でいろいろ疑問に感じることが困難に感

じることがありまして、そういったものへの、課題の認識、解決方

法、そういったことで非常に勉強になりました。 

今後とも勉強していきたいと思います。 

ありがとうございました。 

はい。 

ありがとうございます。 

次、石井委員お願いいたします。 

はい。 

皆様お疲れ様でした。 
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次藤委員 

 

 

 

 

議長（関谷座長） 

 

愛上委員 

やっぱり今後というか、高齢者医療がこの地域で大事になると思う

んですけれども、その中でも在宅医療というのがキーになると思う

ので、こういう行政との会議、大事になると思いますので、今後も

続けていければなと思います。 

お疲れ様でした。 

ありがとうございました。 

続きまして渋谷委員よろしくお願いいたします。 

渋谷です。お疲れ様でした。講演会を通じてわからないこととかも

非常に勉強になって、ためになりました。歯科医師会としては誤嚥

性肺炎の講演会が最後に行われて、多くの方がよかったというふう

に思ってもらえたので、非常によかったです。 

どうもありがとうございました。 

はい、ありがとうございました。 

続きまして池上委員、お願いいたします。 

はい。 

私は普段、在宅の方はあまりタッチしていませんので、いろいろ現

場にいる方々のご意見やら、拝聴することができて、私自身として

は、非常に勉強になりました。 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

はい、ありがとうございます。 

続きまして関委員、お願いいたします。 

はい。 

在宅医療薬の中で、薬物療法を安定的に提供する受け皿としての薬

局という薬局の業務や、薬局の在宅業務、を考えていくと、在宅業

務に参入してくる薬局っていうのは大分増えてきているように思い

ますが、まだまだその業務自体の充実っていうのは、まだまだ途上

にある。 

まだ、まだまだ勉強を重ねていかなきゃいけないっていうところに

あるかと思うんですけども。 

こちらのような研修会、年に２回、多職種の方と一緒に同じことを

考え、同じ症例について考えたりとか同じテーマで考えたりとかそ

ういったものが、大分参入してくる薬局さんの勉強になっていたん

じゃないかなって思います。 

ただ、まだまだ勉強は重ねていかなきゃいけないし、多職種の方

と、足並みをそろえて、同じ在宅医療になるように検討は続けてい

かないといけないところにあると思いますので、今後もぜひ、この

ような研修会っていうのを、参考にさせていただければと思ってお

ります。 

まだまだ充実が必要かなと思っています。 

はい、ありがとうございました。 

続きまして、次藤委員お願いいたします。 

お世話になりました。 

なんか現場ばっかりやっているので、なかなかこういう会議での読

み取りっていうか理解するっていうのがとても、私には難しく感じ

ました。 

本当にありがとうございました。 

はい、ありがとうございます。 

続きまして、愛上委員よろしくお願いいたします。 

途中で交代になりまして約２年半、参加できたことに感謝します。 
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高橋委員 
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内田委員 

 

 

 

 

 

一応切れ目ない在宅医療とか介護、の提供体制に取るにあたって他

職種との連携がすごく大切であるってことは再認識できました。 

また、研修を通して顔の見える交流がすごく少ないので、よかった

と思います。 

以上です。 

はい、ありがとうございました。 

では中島委員、お願いいたします。 

はい。 

中島です。皆さん大変お世話になりました。 

私ケアマネジャーをしているんですけれども、ここのところ頭を悩

ませるケースがすごく増えているというふうに感じています。 

特に医療介護の連携については、近年ですね、かなりチームアプ

ローチが必要になってきているケースが多いかと思いますので、こ

ういった会議ですとか研修会は非常に勉強になりました。 

お世話になります。ありがとうございました。 

はい。 

ありがとうございました。 

続きまして堀井委員お願いします。 

私は、ここ１年間途中からの参加だったんですけれども、とても研

修に参加させていただいたら、内容の濃い研修で、口腔のことな

ど、すごいとてもよくわかりました。 

とても、在宅というのは、いろんなことが起こりますので、本当い

ろんな面からのアプローチができて大変勉強になると思います。 

どうもありがとうございました。 

はい、ありがとうございました。 

続きまして、車塚委員、お願いいたします。 

はい。 

大変お世話になりました。 

ありがとうございました。 

在宅は、やはり医療と介護は、高齢者については、とても切り離し

ては考えられないものだと痛感しました。 

また、いろいろな方からの、意見を聞くことができて、とても勉強

になりました。 

これからはさらに医療等介護の連携はもっともっと重要になってい

くんだろうなというのを痛感した、この３年間でした。 

ありがとうございました。 

はい、ありがとうございました。 

続きまして、高橋委員、よろしくお願いします。 

訪問介護として、今後向き合い方なども改めて考えさせられること

も多くあって、有意義な時間を過ごすことができました。 

ありがとうございました。 

はい、ありがとうございました。 

続きまして、内田委員、お願いいたします。 

はい。 

保健所の立場としてなかなか直接的に在宅医療に携わるような機会

はないものですから、非常に勉強なりましてありがとうございまし

た。 

私のですね、会議報告を通して、所の職員にもですね、周知を図っ

ておりますので、大変良い機会を与えていただいたと思っていま
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す。 

ありがとうございました。 

はい、ありがとうございました。 

続きまして越川委員、お願いいたします。 

はい。 

久喜市在宅医療・介護連携推進事業の活動状況についてという資料

５を、見させていただいて、今までに実施した内容を振り返って、

在宅医療サポートセンターの立場としても、いろいろかかわらせて

いただいたので振り返ることができました。 

令和７年度は連携会議と研修会が１回ずつ減ってしまうということ

なのでそこは残念ですが、今後も研修会や会議に出席させていただ

ければと思います。 

今後も久喜市において、在宅医療と介護の連携が進んでいくといい

なと思います。 

ありがとうございました。 

はい。 

ありがとうございました。 

続きまして狩野委員お願いいたします。 

私は１年間という期間でしたが、とても充実した１年間となりまし

た。 

包括支援センターでは本当に様々な今ご相談が上がってきている状

況です。 

その中で研修を通して本当に多職種の方の今の現場の実情、関わり

方、そういうのもとても勉強になりました。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

はい。 

ありがとうございました。 

続きまして田中委員お願いいたします。 

はい。 

私も特にこの会で研修の方に参加させていただいたときに、多職種

の方といろいろグループワークを通して、顔の見える関係という

か、すごく、自分の中で、垣根というか、大分話しやすい、ちょっ

と環境がつくれたかなと思っています。 

どうもありがとうございました。 

はい、ありがとうございました。 

松浦委員、よろしくお願いいたします。 

皆さんお疲れ様でした。 

２年間、お世話になりましたけれども、日々の業務の中で、やはり

連携という言葉、よく使われるんですけれども、その難しさであっ

たりとか、必要性について日々感じているところでございます。 

ですので、これから先も、皆さんと久喜市の方の医療・介護が、よ

り推進できるように頑張っていきたいと思います。 

ありがとうございました。 

はい、ありがとうございました。 

私の方から一言言わせていただきます。 

この連携推進会議ないしは研修かなんですけれども、研修会するた

びに今回も報告書がこういろいろ上がっていますけれども、これだ

けの、非常に優位有効なご意見が出てきていると。 

いうことで、この研修会が、やっぱりここを皆さんが育っていく
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中、ないしはこの久喜市自体がですね、医療と連携が育っていって

いるとないし、逆を言うと、５年前６年前ですか、は、もうほとん

どこれがない状態で連携、これから作っていこうね。 

今だんだん連携ができてきているっていうのが本当に実感しており

ます。 

ただし、これからですね、最初冒頭に私、ご挨拶させていただきま

したけれども、人、ルールを介護、それから認認介護、認知症・認

知症で介護し合う、それから、片方がお亡くなり、これはもう本当

に多くなってくるので、こういう、この連携、医療、介護、この連

携がですね、ますます必要になってくる。 

ある意味では、今の状態を序章で、本当にこれからの段階じゃない

かなと思っております。これからもう本当に本番で、これらが役

立ってくることが、もう目の前に見えてきていると思います。 

では皆様ありがとうございました。 

以上をもちまして、本日の協議会については終了させていただきま

す。 

これをもちまして議長の職を解かせていただきます。 

ご協力ありがとうございました。 

ありがとうございました。 

それでは以上で、令和６年度第３回久喜市在宅医療・介護連携推進

会議を閉会とさせていただきます。 

皆様におかれましては在職期間中、また今年度も大変お世話になり

ました。 

多職種が参加していただくこの機会が、久喜市の介護力の向上に少

しずつ繋がっていくと感じております。 

改めまして御礼を申し上げます。 

どうもありがとうございます。 

本日は誠にありがとうございました。 

お疲れ様でした。 
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